
平成30年1月11日

協議会名：三条市地域公共交通協議会

評価対象事業名：地域内フィーダー系統確保維持費国庫補助金

①補助対象事業者等 ②事業概要
③前回（又は類似事業）の
事業評価結果の反映状況

⑥事業の今後の改善点
（特記事項を含む）

福沢線
(福沢～長沢駅跡)

三条市内の高等学校に通
学する見込みの下田中学校
卒業生に対し、利用時間、
方法などを記載したチラシを
配布し、周知を図った
（H29.3)。また、沿線地域住
民のニーズを把握するため
のアンケート調査結果の分
析を行った。

A
計画どおり事業は適切に
実施された。

B

目標に掲げた日平均利用者数５人／
日に対し、平成28年10月～平成29年9
月までの実績は4.8人／日であり、前
年度の実績3.2人／日を上回ったもの
の、目標を下回っている。
目標未達成の原因については、対象
地域の生徒数にほぼ変化がないこと
から、自家用車送迎による影響と考え
る。
なお、前年比利用増の原因について
は、周知による効果と考える。

利用促進に向け、下田中学校卒業生
に対し、利用時間、方法などを記載し
たチラシを配布し、周知等を行う。

高校生通学ライナーバス
（東三条駅～県央工業高等
学校）

三条市内の高等学校に通
学する見込みの下田、大
崎、第二中学校卒業生に対
し、利用時間、方法などを記
載したチラシを配布し、周知
を図った（H29.3)。

A
計画どおり事業は適切に
実施された。

A

目標に掲げた日平均利用者数30人／
日に対し、平成28年10月～平成29年9
月までの実績は31.6人／日であり、前
年度の実績24.3人／日及び目標を上
回っている。
なお、目標達成及び前年比利用増の
原因については、周知による効果と考
える。

利用促進に向け、下田、大崎、第二中
学校卒業生に対し、利用時間、方法な
どを記載したチラシを配布し、周知等
を行う。

市内循環バス南コース
（市内）

A
計画どおり事業は適切に
実施された。

市内循環バス北コース
（市内）

A
計画どおり事業は適切に
実施された。

市内循環バス嵐南コース
（市内）

A
計画どおり事業は適切に
実施された。

市内循環バス嵐北コース
（市内）

A
計画どおり事業は適切に
実施された。

株式会社エス・タクシー A
計画どおり事業は適切に
実施された。

三条タクシー株式会社 A
計画どおり事業は適切に
実施された。

中越交通株式会社 A
計画どおり事業は適切に
実施された。

日の丸観光タクシー株式
会社

A
計画どおり事業は適切に
実施された。

地域公共交通確保維持改善事業・事業評価（生活交通確保維持改善計画に基づく事業）

④事業実施の適切性 ⑤目標・効果達成状況

三条市デマンド交通
（三条市内）

複数乗車率向上・利用促進
に向け、複数乗車料金割引
である、三条市デマンド交通
「おでかけパス」事業を、
29.7から本格運行として実
施している。また、利用者ア
ンケートを実施（Ｈ28.10）し、
利用者の属性や満足度等を
調査した。

B

目標に掲げた日平均利用者数350人
／日に対し、平成28年10月～平成29
年9月までの実績は288.1人／日であ
り、前年度の実績292.7人／日及び目
標を下回っている。
目標未達成及び前年比利用減の原因
については、平成26年１月の利用料
金見直し（値上げ）による影響が続い
ているものと考える。

複数乗車率向上・利用促進に向け実
施している三条市デマンド交通 「おで
かけパス」事業を継続する。利用者ア
ンケートを実施し、結果の分析を行
い、利用促進への検討を行う。

越後交通株式会社

平成29年度に、三条市地域
公共交通総合連携計画の
計画期間が終了するため、
新たな交通計画を作成する
中で、他のルートも含めた必
要な見直しを検討する。

B

目標に掲げた日平均利用者数100人
／日に対し、平成28年10月～平成29
年9月までの実績は75.6人／日であ
り、前年度の実績81.3人／日及び目
標を下回っている。
なお、目標未達成及び前年比利用減
の原因については、周知不足による市
民の認知の低さが影響しているものと
考える。

引き続き、周知等により利用の促進を
図るとともに、新たな交通計画を作成
する中で、他のルートも含めた必要な
見直しを検討する。


